
学校施設老朽化対策先導事業（平成 25 年度）の進捗状況 

 

○習志野市立大久保小学校（１００年学校モデル） 

第１回検討会：８月２１日（水）開催 
・現地視察（老朽化部分の確認） 
・現状の問題点及び今後の学校像について議論 

第２回検討会：１０月２９日（火）開催予定 
第３回検討会：１１月１２日（火）開催予定 
第４回検討会：１２月２１日（土）開催予定 

 

○釧路市立大楽毛中学校（１００年学校モデル） 

第１回検討会：１０月１０日（木）開催予定 
・対象校概要説明 
・事業内容、スケジュール説明 

先進事例視察：１０月中旬～下旬 
・福岡県八女市（八女市立福島中学校、多世代交流館） 
・福岡県北九州市（旧戸畑区役所） 
・埼玉県ときがわ町（ときがわ町立明覚小学校） 
・山梨県甲府市（長く使い続けるための取組） 
・東京都武蔵野市（適切な維持管理） 
  

○世田谷区立深沢中学校（優れたリニューアル改修モデル） 

第１回検討会：９月２７日（金）開催 
・現地視察 
・事前調査報告、基本構想の報告 
・長寿命化対策の提案・検討 
・ワークショップ実施内容の確認 
 （ユニバーサルデザインをテーマ。中学２年生１４０人が対象。） 

ワークショップ：１０月１２日（土）開催予定 
第２回検討会：１１月２０日（水）開催予定 
 

○生駒市立桜ヶ丘小学校（優れたリニューアル改修モデル） 

第１回検討会：１０月下旬に開催予定（１０月２８日～３０日で日程調整中） 
・事業内容、スケジュール説明 
・現地視察（老朽化状況の把握） 

参考資料２



○ 老朽化対策
（１）計画的整備

「事後保全型」から「予防保全型」管理への転換、劣化状況・教育内容への適応状況等
の適切な把握、中長期的な整備計画の策定が必要

（２）長寿命化
改築より工事費が安価で、排出する廃棄物が少ない長寿命化改修に転換

（３）重点化
余裕教室等の空きスペースの有効活用をより進めるとともに、地域の実情に応じ、

公共施設との複合化や減築を行うことも必要

【事業内容】

全国３地域程度の自治体において、学校設置者、学校
関係者、地域住民、設計者等を交え、長寿命化改修の
内容に関するワークショップの実施

～ 学校施設の長寿命化 ～

○ 背景
・建築後25年を経過し、老朽化した学校施設が約７割を占める
・国・地方とも厳しい財政状況の中で、これらの施設が更新時期を迎えつつある
・ 安全面や機能面等において改善を図ることが喫緊の課題

外装材の著しい劣化

○ 学校施設老朽対策先導事業

３か年事業の初年度

基本計画の策定

【事業内容】

初年度に実施した
ワークショップの結
果を踏まえ、長寿命
化改修の基本設計と
実施設計を実施
※ 設計費は工事費に算入

３か年事業の２年目

基本設計・実施設計の実施

【事業内容】

実施設計に基づき、長寿命
化改修工事の実施

補助率（H25’時点）

１／３

事業費：実工事費

３か年事業の最終年度

平成2５年度予算額：６７０万８千円

【補助内容】
基本計画の策定に係る費用について財政支援(10/10）

【補助内容】学校施設環境改善交付金による財政支援（事業の優先採択・補助単価の加算）

長寿命化改修工事
の実施

老朽化による手すりの落下 トイレの老朽化による臭気の発生

①１００年学校モデル（建築後１００年程度使用することを目指した改修モデル）

②優れたリニューアル改修モデル（多様な学習方法等への適合や省エネ化等の

現代の社会的要請に対応した改修モデル）

③複合化・減築モデル（他の公共施設との複合化や減築を利用した改修モデル）

平成25年度新規事業

＜平成25年度の採択実績＞
・釧路市立大楽毛中学校 ・世田谷区立深沢中学校
・生駒市立桜ヶ丘小学校 ・習志野市立大久保小学校

対策


